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運動部活動の戦後と現在：
なぜスポーツは学校教育に結び付けられるのか

運動部活動とは、いったい何なのか。それは、どのような歴史的展開
の中で成立してきたのか。そして、現在いかなる状況のなかにあるの
か。なぜ、スポーツは学校教育に結び付けられるのか。海外でも、日
本と同じように、運動部活動は活発に行われているのか。
私は、こうした問いに10年余り取り組んできており、その成果をまと

めて、『運動部活動の戦後と現在：なぜスポーツは学校教育に結びつ
けられるのか』（青弓社、2014年3月）として上梓した。

本報告では、同書の内容を元にして、運動部活動についての研究発
表を行う。同書は、体育学・教育学をベースに社会学・歴史学の方法
論も用いながら、運動部活動を見つめ直したモノグラフである。

実は、運動部活動は海外にはない日本独特の文化である。同書で
は、その内実を解明するために、戦後から現在までの運動部活動の歴
史をたどり、フィールドワークから運動部活動を支える教師や保護者の
声も聞き取り、そして自由に楽しむスポーツと強制をともなう学校教育
の緊張関係を〈子どもの自主性〉という視点から分析して、日本の運動
部活動の特異性を浮き彫りにしようとしたものである。
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